
MORISHO
GROUP

モリショウグループ
代表取締役 森山 和浩

モリショウグループの
カーボンニュートラルに向けた取り組み



モリショウグループの構成

株式会社モリショウ
持株会社



Start

日本フォレスト株式会社

本社 大分県日田市諸留町2813-22

熊本工場 熊本県宇城市豊野町安見4501-28

天瀬工場 大分県日田市天瀬町五馬市245-4

中津工場 大分県中津市三光字下秣字奥ノ谷538-1

本社第２工場 大分県日田市大字東有田2740番10

中津第2ヤード 大分県中津市三光臼木字鳥居原1606

種苗センター 大分県日田市天瀬町桜竹字神田1189-12

財津育苗場 大分県日田市大字三和3220番地1

東京営業所 東京都板橋区新河岸2-8-25

大阪営業所 大阪府大阪市港区海岸通4-1-18

株式会社グリーン発電大分

本社 大分県日田市諸留町2813-22

天瀬発電所 大分県日田市天瀬町五馬市245-4

日田グリーン電力株式会社

本社 大分県日田市大字東有田2813番地22

需給管理室 東京都渋谷区神宮前6-19-16-502

MORISHO GROUP 拠点一覧

本社

熊本工場

天瀬発電所

天瀬工場

株式会社モリショウ
本社 大分県日田市大字東有田2813番地22





天瀬発電所全体



丸太在庫上空写真



天瀬発電所

商業運転開始：平成２５年１１月

敷地面積 ：約２７，０００㎡

発電規模 ：約５，７００ｋｗ（送電規模 約５，０００ｋｗ）

（約１０，０００世帯分）

燃料使用量 ：約６~７万ton／年（木質チップ・水分３５％）

蒸気発生量 ：２５ton／時間

主蒸気温度 ：４５３℃（ボイラ出口温度）

主蒸気圧力 ：５．４ＭＰａＧ

設備 ：住友-ＦＷ循環流動層ＣＦＢボイラ

設備概要



山林未利用材とは



木質バイオマス発電は、カーボンニュートラル



地域型バイオマス発電は木材輸送時のco2発生も半減

木質バイオマス発電は、「カーボンニュートラル」と言われている

出力5700kWは、概ね50km圏内からの集材量に適した規模の発電所

遠方から輸送すると輸送の過程でCO2 が発生「カーボンニュートラル
」

の効果が半減



発電時に発生した温排水を隣接するいちごハウスに送って温度維持に活用

CO₂の削減だけではなく、燃料費のカットによるコストダウンも実現

温排水の活用による いちご農家の支援



電力の地産地消

日田市役所、淡窓図書館、日田市の全小中学校、給食センターな
どの公共施設や、環境への問題意識の高い企業さまへ電気を供給

地元の木材からつくった「地産地消」の電気

発電所と連携して、小中学校の見学も積極的に受入れ



グループ内の使用電力を
100％再生可能エネルギーに切り替え

非化石証書を活用してグループ内の使用電力を実質、

再生可能エネルギー100%化

環境に配慮することは企業としての責務



Ｊ-クレジットを活用したカーボン・オフセットの実施

モリショウグループでは、従来から、グループ各社で使用する電気は
非化石証書を活用した再エネ100%としてきましたが、更なる脱炭素化
を推進するため、2021年11月1日より、J-クレジットを活用して、社有
車の運行や輸送トラック、工場の操業時に使用する重機やエンジン式
破砕機などで使用する化石燃料に由来して排出される二酸化炭素をカ
ーボン・オフセットしていくこととしています

カーボン・オフセットとは、日常生活や経済活動において避けることができないCO2等の
温室効果ガスの排出について、まずできるだけ排出量が減るよう削減努力を行い、どう
しても排出される温室効果ガスについて、排出量に見合った温室効果ガスの削減活動に
投資すること等により、排出される温室効果ガスを埋め合わせるという考え方です。



山林未利用材の有効利用にて、林業経営の安定化

㈱グリーン発電大分では間伐材や山林未利用材を原料とした
木質チップを使用。年間使用量＝約70,000ton

従来山林に放置されていた間伐材等の林地残材が商品として
出荷できるようになり、林業家の経営の安定に寄与



将来の森林資源確保のための種苗育成

山林に新たに苗を植えて育てることで、世代を超えた資源の循環が実現

スギ、ヒノキだけでなく、伐期が早く付加価値も高いコウヨウザンやセン
ダン、チャンチンモドキなどの早生樹の種苗生産にも着手

早生樹を積極的に生産し、10~25年の林業サイクルを実現させ二酸化炭素
吸収率を向上させる。



社有林への植林

健全な山林を取り戻すため山林を積極的に購入し、社有林として

スギ・ヒノキや広葉樹、早生樹などバランスの取れた再造林を積極
的に実施し、二酸化炭素吸収率を上げ、森林が持つ多面的機能を将
来にわたって持続させる。



廃棄物の受入とリサイクルチップの製造・販売

建築廃材や剪定材などを廃棄物として受入れチップとして再生する

ことで、資源の有効活用を推進

災害時の倒壊家屋や流木についても受入れ、被災地の復旧を支援

処理された木質チップは、バイオマス発電燃料用以外に、パーティク
ルボード用原料などのマテリアル利用にも積極的に活用



日本フォレストの森林づくり大会

日田市市有林を活用し、企業の社会貢献活動、社員への環境教育の一環

として、森林づくりに取り組む

毎年社員や取引先の皆様に参加していただき、植樹や森林保全活動を実施



・苗木生産・森林づくりへの取組み

山林未利用材を購入
➔木質チップ燃料製造

・木質廃材のリサイクル

・災害廃棄物の再資源化

・森林資源の継続サイクルの実現

地域

グループの取り組みと地域と連携した脱炭素サイクル

林業復興

地域産業活性

地域の経済循環構築

木質バイオマス発電
➔グリーン電力の生産

・排温水を熱利用しイチゴハウスへ供給

CO₂吸収

森林再生

電力小売り
➔クリーンな電力を供給

電気を市庁舎・市内の小中学校などへ
電力の地産地消を実現

全拠点で非化石証書の活用により
使用電力の再エネ100％を実現

・間伐材の有効活用

地域情報の共有
コミュニティの構築

電力供給

電力供給

木質燃料供給

電力供給

森林資源供給

地域環境学習参画
新規雇用の創出

・農業の低コスト化を支援

・焼却灰の有効活用

日田市と森林づくりに関する協定や
災害時協定を締結 ・FIT電気を地域に届ける

・電力の安定供給

・電力のバックアップ体制構築

・CO₂削減による環境負荷の低減


